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住民の皆様、新年あけましておめでとうございます。今年もご家族お揃いで

楽しいお正月を迎えられたこととお慶び申し上げます。昨年を振り返りますと、全

国的に東日本大震災、原発事故、台風・豪雨といった大きな災害の多発した年でありました。被災地の

早期復興と、被災された方々の１日でも早く立ち直って頂く事を改めてお祈り申しあげると同時に、私

たちも「災害は忘れた頃にやってくる」のことわざを噛みしめながら、日頃の防災意識の向上に努める

必要性を強く感じた年であったと思います。さて、私たちのまちづくり協議会もいよいよ４年目を迎え

ることになりました。この１年を振り返りますと、８月に実施しましたきらめき湖南地域活性化推進事

業「きらめきサマーフェスタｉｎ石部南学区」の成功、さらに１１月の「ふれあい祭り」、「声かけ・あいさつ

運動」、１２月の「防災訓練」と立て続けに実施してまいりました。各活動には多数の方々に参加・ご協

力頂きましたことを、改めて感謝申し上げます。     

昨年の流行語トップ１０の中に「絆」の文字がありました。（昨年の漢字１位） また昔からよく言わ

れる「向こう３軒両どなり」と云う言葉があります。今年もこの「絆」、「向こう３軒両どなり」が自然に

受け入れられるような「まち」を目指して、皆様方ともども協議会メンバー全員で進めてまいりたいと

思います。今後も引き続きご支援・ご協力いただきます様お願い申し上げます。 

今年も皆様方にとりまして最良の年となります様お祈り申し上げ、ご挨拶とさせて頂きます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

会場の風景 

 

市川会長開会挨拶 谷畑湖南市長の挨拶 来賓の方々 
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11 月６日（日）石部南まちづくりセンターで、ふれあい祭りが盛大に開催されました。市川

会長の開会宣言、来賓の挨拶のあと、玄関前の太極拳の演技を皮切りに各種の展示、模擬店が

開始されました。屋外では子ども達に大人気のもちつき、竹とんぼ作り、いも掘り、大人から

子どもまで人気の竹細工づくり、そば打ち体験、その他各種の試食コーナーが大好評で、大勢

の人が訪れ楽しいふれあいの時間を過ごしました。屋内では、天体望遠鏡、パソコン教室、き

らめきサマーフェスタのビデオ上映、２階では皆さんの力作の作品の展示、各区の年間活動、

各部会の活動報告等盛りだくさんの作品が展示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石部南学区ふれあい祭

り 
 

会長 市川 徹二 年頭にあたって 

 

 

一番バッターの太極拳演技 

体験参加者の受付 
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竹細工・竹トンボ作製体験 

天体観測 コンピュータ 

絵かき体験 
きらめきフェスタ 

DVD上映 

ぜんざい・甘酒コーナー 

もちつき体験 そば打ち体験 

福祉施設展示販売・やきいも 

 

地産地消販売 

石部南幼稚園の作品 阿星保育園の作品 石部南小の作品 

環境部会 

 

安心安全部会 

 

 

生涯学習部会 

 

広報部会 

 

いも掘り体験 

 

芋つぶし体験 

趣味グループ・個人の皆さんの作品展示 

 

展
示
コ
ー
ナ
ー 

体験コーナー 

 

部会活動展示 
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1２月 3 日（土）石部南まちづくりセンターグランドで、第２回防災訓練が行われました。当日

は朝から雨模様で屋外開催が危ぶまれていましたが、徐々に天候が回復し、予定のプログラムの

全部を無事終えることができました。参加された皆さん、ご苦労様でした。 

今年は、１．災害時の１１９番通報の仕方、２．担架を使った救護訓練、３．消火・放水訓練、

４、実際の消火栓を使った消火栓の取り扱い訓練、５、起震車による地震体験、６、非常食の炊

き出し訓練、の６つの訓練を行いました。特に消火訓練では、ガソリンに着火して粉末消火器に

よる消火訓練も初めて行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

審査の結果、 

石部南学区第２回防災訓練 

来賓の方々 

 

開始前の参加者受付 

 
大島学区長の訓練開始宣言 

 

消火栓実習 起震車による地震体験 防災倉庫見学 炊き出し訓練 

水および粉末消火器による消火訓練 

湖南市消防署「藤井署長」と第

五分団「山本分団長」より挨拶 

119番通報訓練 

番通報の仕方説

明 

担架の使い方 

放水訓練 
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各 自 治 会 活 動 だ よ り 

部会活動紹介 

環境部会 

１２月２３日（金）菩提寺まちづくり協議会主

催の行事で、生ごみ処理研修に参加しました。 

 

石部南学区内の防災用詳細地図と航空

写真を作成し、ふれあい祭りで発表し

ました。 

安心安全部会 

環境部会 

１１月２２日(火)より１２月４日（日）、 

じゅらくの里で「声かけあいさつ運動」の

標語ポスターコンクール作品を展示しま

した。 

生涯学習部会 

ふれあい祭りで、この一年の成果を振り返り

ました。 

広報部会 

   

 

宝来坂区 

１２月２９日（木）宝来坂集会所で、かなか

なサロンの活動として、総勢２０名の参加者

を得て「迎春用生花づくり」を開催しました。

洋風と和風の美しい生花が完成しました。 

１２月２７日（火）かなかなサロンメンバー７名と、

宝寿会、有志の人たち＋もみじ・あざみ寮の皆さん

で、お正月の門松作りをしました。みんなの力で立

派な門松ができあがり、良いお正月の準備ができま

した。  〈皆さんの笑顔は地域の力です。〉 
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１２月４日（日）１０時から、輝かしい２０１２年を迎えようと、「しめ縄づくりの体験」を実施。１

０人の参加があり、初めて経験する人たちは、①わら打ち ②手で編む に悪戦苦闘しながらオンリー

ワンのしめ縄をつくりあげました。 

 

 

 

 

 

 

 

収穫祭 １１月１３日（日）西寺農業倉庫で、

収穫したそばの脱穀作業が行われ、２０日（日）

には西寺集会所で恒例の収穫祭が催されまし

た。そばを石臼で挽く人、こねる人、手作りコ

ンニャクを作る人、いもつぶしを作る人と参加

者全員で楽しみ、おいしくいただきました。 

 

 １０月９日（日）区民の集い

が開催され、グランドゴル

フ大会の後、集会所で会食

を楽しみました。 

 

西寺・丸山区 

１1月 13日（日）

集会所で人権学

習会が行われま

した。 

 

        

 

     

宮の森区 

恒例の料理教室が１０月３０日に行われまし

た。今年は男性も参加し、ダイエット食にチャ

レンジ！しかしお腹いっぱい食べてしまい何の

為のダイエット食か？とにかく楽しいひと時を

過ごすことができ、今後更に多くの人が参加で

きる様にして行きたいと思っています。  

９月１０日（土）敬老の集いが行われました。

毎年高齢化が進み、宮の森も例外ではありませ

ん。７０才以上の方が１０６名と非常に多い地

区になり、今後の自治会活動のあり方も検討す

る時期に来たように思われます。当日は大正琴

や唄声等もあり、楽しい一日を過ごしていただ

くことができました。 

  

 

 

   

 

１１  １１月１２日～３０日に開催された「湖南三山めぐり」で、紅葉が少し

遅れた長寿寺に９,８５７人の拝観がありました。地元でとれた食材

で作った、「長寿餅」「長寿芋つぶし」はとくに好評で、今年初めて取

り組んだ「長寿芋つぶし体験」には、子どもから大人まで多くの人々

に楽しんでいただきました。 

 

１２月４日（日）１０時か

ら、輝かしい新年を迎えよ

うと、「しめ縄づくりの体

験」を実施しました。１０

人の参加があり、初めて経

験する人たちは、①わら打

ち ②手で編む に悪戦苦

闘しながらオンリーワンの

しめ縄をつくりあげまし

た。 

東寺区 
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石部南学区まちづくり協議会のホームページアドレス 

http://www.ishibe-minami.net/ 

 

石部の地名の由来 
 

「白まゆみ石辺の山の常磐なる命なれやも恋つつをらむ」、石部という名称は、いつどこ

から来たのかは明らかにされていない。延喜 5年（905）に編集された延喜式神名帳に 3132

座の神々の名が上げられており、「石部鹿塩上神社」の記述がみられる。一方、記録では、

今から約 1000 年前に、石部という名称が吉御子神社由緒書にみられ「崇神天皇の 68年に当

石部山に神降あり」と伝承されている。 
 弥生中期で二千年前にも石部山が登場してくる。石部に人が住みついたのは、弥生時代の

末期頃で、野洲の銅鐸が弥生時代の象徴であり、石部の金山などと結びつけられる。また、

古墳からも弥生土器が少量であるが発掘されている。この地の豪族は宇賀之彦之子吉比女吉

比子といい、この部民が「石部（いしぶ）」と言って「和銅年中」（707）に白銅を採掘した

という伝承がある。 

 この民族が「いしぶ」という職業名で「製鉄製銅」の任務を果たし、朝廷に仕え石部鹿塩

上神社を祀ったもので、これが「石部」の発祥であろうといわれている。また、延喜 5 年の

神名帳に石部鹿塩上神社と呼ばれ、神社名に石部とある事から後世地名を石部と名付けたと

いう説がある。その後、元亀 2 年に戦火で消失した石部が原の五村「田中」「植田」「谷」「平

野」「蓮」の各住民を集め、信長の指導により一本の道の周辺に一村に終結した時から、石

部村が誕生した。これが石部村として地名の始まりであり、今から 433 年前のことである。 

 石部鹿塩上神社は黒御前のあたりに鎮座していたといわれている、「谷町の岡出に入る右

側あたりの高台」で、弘仁 3 年（812）山崩れのため東西に分割されて、吉御子神社と吉姫

神社として鎮座したと伝えられている。 

  

・石部が原 ＝ 横田橋あたりまでの川原 

 ・石部山  ＝ 雨山周辺の山 

 ・横田山  ＝ 十二坊周辺               

2004 夏   竹内利夫氏著 

 

 

 
１２月はじめから１月５日までの毎日、夕暮れから夜９時まで、

南まちづくりセンター前に、イルミネーションが設置されまし

た。サマーフェスタの資材を活用したペットボトルで作ったも

の４筒で、色とりどりに点灯し、夜を華やかに飾り、「癒やしの

イルミネーション」になりました。 

石部南区 

 
第８回 

 

 

 

 

 

 

１２月２８日～２９日、年末

の夜警を実施しました。役

員、組長約４０名で区内を

２０時３０分と２１時３０分

に見回りました。 

 


